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「ろうそく」と言えばパラフィンなどの

石油系のろうで作った洋ろうそくが一

般的だが、和ろうそくは、

和紙と灯心草で作った芯に、

ハゼノキやウルシの実など

を原料にした、植物性のろ

うを何回も塗り重ねて作る。

中でも、ハゼノキを原料と

するハゼろうで作るろうそ

くは手間がかかり、高価だが、

煙がほとんど出ず、きれい

に燃えて長持ちする。

和ろうそくと言っても、最近ではさま

ざまな原料が使われるようになり、ハ

ゼろう100％のものは全体の１割程度

に過ぎないという。

大西さんは、ハゼノキや糠などの天然

の原料にこだわって、和ろうそくを作

り続けてきた。

和ろうそくが84（昭和59）年、滋賀県伝

統的工芸品に指定され、大西さんは87

（昭和62）年、第10回伝統的工芸品産

業振興協会奨励賞を受賞した。

大西さんの店は、祖父の

與一郎さんが1914（大正３）

年、近江手造り和ろうそ

く有限会社「大與」を創業

したことに始まる。

高校卒業後、大西さんは

京都で３年間、営業面の

修業をし、その後、家に戻ってろうそ

く作りの修業に入った。

「祖父の仕事を理屈抜きで覚え、自分

で工夫していくことの大切さを知りま

した」と大西さん。

ろうそく作りが一通りできるようにな

るのは、温度、湿度、ろうの状態がす

べて整っている場合で、３年を

要する。さまざまな条件に対処

できるようになるには、10年は

かかるという。

もちろん大西さんも例外ではなく、

何度も挫折を繰り返しながらの

修業だった。

経験が浅かったころの大西さんは、

高価な材料を使ったり、手間ひ

まかけたりすることに疑問を感じてい

た。安い石油のろうを使い、人工的に

ハゼろうを作ってみようと試みたが、

ことごとく失敗した。

最終的には天然のハゼノキから作った

ろうそくが一番優れていることを知ら

された。それゆえ、その後は天然の素

材を中心に使用し、着実に業績を伸ば

してきた。

「独自のものがないと生き残っていけ

ないことを知りました。正直、店の継

承者が自分一人だと気が付いたときも

不安でした。でも、がんばってきて良

かったです」と、大西さん。

近年はろうそく作りの実演や講演の依

頼が多く、全国各地に出掛けていくこ

とが多いという。大西さんの話を聞き

ながら、静かにろうそくの炎を見てい

ると、不思議と心が安ら

いだ。　　　　　（取材・澤井）
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